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夏休み鉄面鑑賞会へどうぞ

き＿ � �ヽ �わだつ麹嗟 

8月4日　午後7時～
虹∵∵諒遜　　　　　　　　（開 ��場午後6時30分） 十　　　　　一一　　　　　　　′ヽ ��館大ホール 

藍霊響擬＼／〉　　　禁 
蝕 

「∴ 渥翌聖霊繋繋弱 ｛－輩蘭綾懇 �鮫∴選藁壷 ∴∴∴二十∴三三 �藍／／一議 

；　　　　　　　　一一言∴「∴：∴∴∴∴ � 

海図因襲饗霞蓋聖霊窮ま暮糞 緩嚢蓮1＼涛壷謹 

手［玉垣垂亘］300円（小学生以上） 鷲　　7月18日（火）発行開始 ��問い合わせ●町教育委 社会教育課℡（293）12 

映画釜賞を希望される人は、中央公民館事務室、または、町教育
委員会社会教育課で入場整理券をお求めください。

霊窯業憲三三二，文化ふれあい事業

薫

罵

驚

喜
蔓
一遍

玄

違
渇

臆臆臆2勤 �7年度遠賀町職員採f �矧配闇彩＼／／蓼 

生家シし＿「フ 

書目国難匿I≡萱菌巨空き患【重器最国書漢開墾長憂国損長音臆臆臆臆 

1
9
4
3
年
、
学
徒
出
陣

戦
火
の
中
の
友
情
を
描
く
感
動
大
作
。

あ
の
頃
の
僕
た
ち
に
は
青
春
が
な
か
っ



8この一票 �� 

蹴．； ���時代 � 
．周囲宴 

〆「

7
月
雑
日
（
日
）
は
参
議
院
聾
貫

通
嵩
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

今
回
の
選
挙
で
捜
票
で
き
る

人
に
は
、
投
票
所
入
場
整
龍

券
（
ハ
ガ
キ
）
を
郵
送
し
ま
す
。

満
2
0
腹
以
上
の
日
本
国
民
に
は
選
挙

椎
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
枝
葉
す
る

に
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
回
の
選
挙
で

枝
葉
で
き
る
の
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
人
で
す
。

①
昭
和
5
0
年
1
月
2
4
日
ま
で
に
生
ま
れ

た人。

②
平
成
1
年
4
月
5
日
ま
で
に
転
入
届

を
し
て
、
引
き
続
き
遠
賀
町
内
に
住

所
が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
（
住
民

票
）
　
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

ま
た
、
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
人

は
、
投
票
日
に
保
険
証
等
身
分
を
証

す
る
も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、
投
票

所
の
係
員
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

再
発
行
い
た
し
ま
す
。

●
入
場
整
理
券
は
、
一
枚
の
ハ
ガ
キ
が

三
人
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
票
所

へ
行
く
前
に
、
必
ず
各
自
の
も
の
を

切
り
取
っ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
の
投
票
は
、
選
挙
区
選

挙
と
比
例
代
表
選
挙
の
二
つ
の
投
票

と
な
り
ま
す
。

1
月
3
日
以
降
に
町
内
で
転

居
す
る
皆
さ
ん
へ
。

今
回
の
通
常
選
挙
の
入
場
整
理
券
は

1
月
3
日
に
打
ち
出
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
1
月
3
日
以
降
に
届
け
出
た
町
内

転
居
者
は
、
従
前
の
住
所
の
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。



3 �妻の交通安全県民運動1．竃議定躍放しよう 

⑪平成＼7＼＼年7月20日㈱－／3／十日（月）12日間　2・輔善と子供の交通事故を防止しよう 
3．シートベルトの善用を徹底しよう 

マナーアップふくおか　　　　　　平成7年度交通安全年間スロ＿ガン 
一おもいやり、ゆずりあいで　　・ねえかあさんここはとめてもいいところ？ 

さわやか交通～　：諒恕冨競誓窪，気をつけて」 

選
挙
公
轍
は
、
7
月
2
1
日
ま

で
に
各
条
崖
に
配
布
し
ま
す
。

不
在
者
桟
票
の
方
法

配
布
さ
れ
な
い
家
庭
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
役
場
内
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は
各
区
ご
と
に
区
長
さ
ん

を
通
し
て
配
布
し
ま
す
。

当
日
、
捜
票
で
き
な
い
人
は

不
在
者
提
案
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
提
案
で
き
る
期
間
は
、
1
月

6
日
か
ら
1
月
2
2
日
ま
で
の
毎
日
午
前

8
時
0
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

な
お
不
在
者
投
票
で
き
る
の
は
、
投

票
日
当
日
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

●
町
外
に
お
い
て
職
務
ま
た
は
業
務
に

従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

●
や
む
を
得
な
い
用
務
、
ま
た
は
事
故

の
た
め
、
町
外
に
滞
在
中
の
と
き

●
病
気
や
け
が
、
妊
娠
、
出
産
、
老
衰
、

身
体
障
害
の
た
め
、
歩
行
が
著
し
く

困
難
な
と
き
　
（
町
内
の
病
院
に
入
院

中
で
あ
っ
て
も
歩
行
で
き
る
場
合
は

除
き
ま
す
。
た
だ
し
、
町
外
の
病
院

の
場
合
は
歩
行
で
き
で
も
、
不
在
者

投
票
は
で
き
ま
す
。
）

●
遠
賀
郡
外
に
転
出
後
、
4
か
月
を
経

過
し
て
い
な
い
と
き
　
（
転
出
後
4
カ

月
は
、
前
住
所
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で

は
前
住
所
で
投
票
で
き
ま
す
。
ま
た
、

不
在
者
投
票
も
で
き
ま
す
。
）

●
投
票
日
の
前
に
あ
ら
か
じ
め
遠
賀
町

で
投
票
す
る
場
合

印
鑑
を
持
っ
て
役
場
内
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
室
（
2
階
第
3
会
議
室
）

で
提
案
し
ま
す
。
（
入
場
整
理
券
が

す
で
に
届
い
て
い
れ
ば
、
お
持
ち
く

ださい。）

●
遠
賀
郡
外
の
市
町
村
に
滞
在
中
の
た

め
、
遠
賀
町
以
外
で
投
票
す
る
場
合

①
遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用

紙
を
申
請
し
ま
す
　
（
ま
た
申
請
用
紙

は
、
最
寄
り
の
市
区
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
に
も
あ
り
ま
す
。
）

②
選
挙
管
理
委
員
会
が
不
在
者
投
票
の

で
き
る
事
由
に
該
当
す
る
と
認
め
た

場
合
に
は
、
技
票
用
紙
と
不
在
者
投

票
用
対
筒
、
不
在
者
投
票
証
明
書
な

ど
を
本
人
に
郵
送
し
ま
す
。

③
本
人
は
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
、
滞
在

し
て
い
る
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
投
票
し
ま
す
　
（
不
在
者
投
票

証
明
書
を
開
封
し
た
り
、
投
票
用
紙

に
前
も
っ
て
記
入
す
る
と
無
効
に
な

り
ま
す
。
）

④
投
票
が
終
わ
っ
た
投
票
用
紙
は
、
そ

の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
遠
賀
町
選

挙
管
理
委
員
会
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

身
体
の
障
害
の
た
め
自
宅
で

緯
た
ぎ
り
で
い
る
人
な
ど
、

捜
某
所
に
い
け
な
い
人
は
、

轍
優
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、
前
も
っ
て

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
か
を
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
　
遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員

会
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
へ

公
職
選
挙
法
に
よ
り
処
討
さ

れ
る
と
、
5
年
間
の
公
民
権

停
止
に
な
り
ま
す

禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
付

●
国
会
議
員
が
地
元
か
ら
上
京
し
て
き

た
人
に
、
食
事
を
出
し
た
り
お
み
や
げ

を
持
た
せ
た
り
す
る
と
、
処
罰
さ
れ
ま

す
。
こ
の
場
合
、
旅
費
や
宿
泊
費
を
出

す
こ
と
も
い
け
ま
せ
ん
。

●
候
補
者
な
ど
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る

パ
チ
ン
コ
店
な
ど
の
開
店
に
際
し
、
花

輪
を
贈
呈
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

●
候
補
者
な
ど
が
匿
名
で
、
ま
た
は
妻

や
講
演
会
の
名
義
で
寄
付
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

●
候
補
者
な
ど
が
、
選
挙
区
内
の
人
に

対
し
て
お
み
や
げ
や
お
中
元
、
お
歳
暮
、

入
学
祝
、
出
産
祝
、
お
祭
り
な
ど
の
寄

付
、
餞
別
な
ど
を
贈
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。



●水防信号の程類

遠賀川、西川等の河

川決壊の恐れが生じ

た場合は町内3ヶ所

のサイレンで危険度

合いをお知らせしま

す。

窯 �説　明 �サイレン信号 

第 倍 �警戒水位 に逢した‾ �0－休止　0－ 

とを知らせ �5　15　　5 

号 �る。 �秒　抄　秒 

第 毒 �消防機関 にgする薯 全員が出動 �0－休止　〇一 

すべきこと �5　　6　　5 

号 �を知らせ る。 �秒　秒　秒 

曹 �町の区域 内‘こ居住す る膏が水防 �0－休止0－ 10510 

扁 �の麻績に出 動すべきこ とを知らせ る。 
号 ��秒　秒　秒 

第 四 �必要と臨 める区域内 の居住者に �〇一休止　0－ 

信 号 �遊離すべき �1　　5　1 
ことを知ら �分　秒　分 
せる。 � 

各地区避難場所一覧表

地区名 �避　難　場　所 
第1避難場所 �第2避難場所 

島　津 �島　津　公民　館 �町　民　体　育　館 

若　松 �若　松　公　民　館 �町　民　体　育　館 

鬼　津 �鬼　津　公　民　館 �町　民　体　育　館 

尾　崎 �尾　崎　公民　館 �尾　崎　公　民　館 

田園北 �田　園　集　会　所 �尾　崎　公　民　館 

田園南 �田　園　集　会　所 �尾　崎　公　民　館 

千代丸 �千代丸公民館 �遠　賀　中　学　校 

別　府 �別　府　公　民　館 �遠　賀　中　学　校 

今古賀 �今古賀公民館 �遠　賀　中　学　校 

遠賀川 �遠賀川公民館 �遠　賀　中　学　校 

新　町 �新　町　公　民　館 �遠　賀　中　学　校 

旧　停 �旧　停　公　民　館 �遠　賀　中　学　校 

広　渡 �広　渡　公　民　館 �遠　賀　中　学　校 

道　官 �道　官　公　民　館 �遠　賀　中　学　校 

中　央 �中　央　公　民　館 �通　賀　中　学　校 

松ノ本 �松ノ本公民館 �遠　賀　中　学　校 

上別府 �上別府公民館 �遠賀南中学校 

静光園 �上別府公民館 �通貨高中学校 

若葉台 �若葉台公民館 �若葉台公民館 

虫生津 �虫生津公民館 �虫生津公民館 

芙　蓉 �芙　蓉　公　民　館 �遠賀南中学校 

東　町 �東　町　公　民　館 �東　町　公　民　館 

白水寮 �東　町　公　民　館 �東　町　公　民　館 

西　町 �西　町　公　民　館 �西　町　公　民館 

浅　木 �渋　木　公　民　館 �遠賀南中学校 

遠賀園 �浅　木　公　民　館 �遠賀南中学校 

東和苑 �東和苑公民館 �遠賀南中学校 

末　寺 �木　守　公　民　館 �遠賀南中学校 

老　良 �老　良　公　民　館 �遠賀南中学校 

※　　　▽　　　※　② 

／で‾

大
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

8
町
内
に
は
5
つ
の
危
験
区
境

こ
れ
か
ら
大
雨
・
台
風
の
時
期
を
迎

え
ま
す
が
、
あ
な
た
の
水
害
・
土
砂
災

害
に
対
す
る
備
え
は
万
全
で
す
か
。

町
内
で
は
、
次
の
5
つ
の
地
域
が
危

険
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
砂
崩
壊

●
鬼
津
・
尾
崎
一
帯

●
別
府
（
千
代
丸
）

●
上
別
府
（
商
家
・
居
合
）

●
虫
生
津
（
宗
ケ
谷
）

河
川
い
っ
水

●
別
府
（
戸
切
川
）

こ
の
時
期
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
っ
て
地
盤
が
ゆ
る
み
、
か
け
崩

れ
や
地
滑
り
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
災
害
は
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
発
生

し
、
わ
が
家
だ
け
は
安
心
と
楽
観
は
禁

物
で
す
。

ま
た
、
台
風
が
接
近
し
た
ら
、
気
象

情
報
を
聞
く
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
家

の
周
り
の
安
全
点
検
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

〔
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
〕

▽
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
が
固
定
さ

れ
て
い
る
か
確
か
め
る
。

▽
瓦
に
ひ
び
、
割
れ
、
は
が
れ
が
な
い

か
。
雨
戸
の
ガ
タ
つ
き
、
ト
タ
ン
の

め
く
れ
が
な
い
か
確
か
め
る
。

▽
商
店
で
は
、
看
板
の
ぐ
ら
つ
き
が
な

い
か
確
か
め
る
。



遠賀町下水道計画の

説明会を行います。

本町の下水道計画は、平成2年度に単独公共下水道事

業と農業集落排水事業を主とした整備をすすめる方針に

決定し、翌年の平成3年度に遠賀町公共下水道基本構想

及び基本計画を策定しました。

そして平成5年度には老良地区において農業集落排水

事業に着手致しました。

公共下水道事業についてはその後、経済性等の問題を

検討した結果、中間市、遠賀町、鞍手町、水巻町の1市

3町による遠賀川下流流域下水道事業に取り組むことが

決定いたしました。このため次の通りこれから進めてい

く流域下水道事業について説明会を開催いたします。

日　時　7月20日（木）午後1時30分一3時

7月21日（金）午後1時30分一3時

掲　所　遠賀町役場　大会議室

問い合わせ　遠賀町役場　企画課

℡（293）1234（内線258）

スポーツの結果

6月11日に、水巻町民体育館で、遠賀郡、中間市の少

年剣士たちが集まり、遠賀ロータリー杯争奪少年剣道大

会が行われました。

結果は次の通りです。（町内分・敬称略）
S団体戦

▽小学生の部

準優勝＝遠賀B（松井・蕾家・遠藤・吉富・内田）
3　位＝遠賀A（赤羽・高・石塚・吉四・松井）

▽中学生の部

準優勝＝遠賀A（将口・高・石塚・山中・国中）
○個人戦

▽小学5年女子の部　2位＝原　昌美

▽小学6年男子の都　債勝二松井　健彦

▽中学女子の部　優勝＝山中　真裕美

2位＝松井　玲子

▽中学男子の部　3位＝将口　一組

芦屋町少年柔道大会が6月11日（日）芦屋町武道館で

行われました。

結果は次の通りです。（町内分・敬称略）
S団体戦

優　勝＝遠賀Aチーム（4年連続優勝）

準優勝＝遠賀Bチーム
S個人戦

幼年の部　優勝＝加治　暁紘

小学一年の部　三位＝小田　重大

小学三年の部　二位＝松田　啓悟、三位＝高崎　哲

小学四年の部　優勝＝松山　博隆、二位＝船戸　克也

三位＝船戸　達也

小学五年の都　債勝二平田　購司、三位＝瓜生　哲郎

小学六年の都　債勝二高崎　紘臣　二位＝柴田　恭一郎

三位＝山口　芳広

7月は「青少年を非行からまもる

全国強調月間」です

遠賀町では青少年の健全な保護育成のため、次の5名

の方々に遠賀町青少年補導員を委嘱いたしました。

青少年の社会環境をよくするため、街頭指導、青少年

相談等行いますので、住民の皆様方のご協力をお願いい

たします。

遠賀町青少年補導員

野村　環　　　　遠賀町大字尾崎

山本　連　　　　遠賀町大字広渡

田中　豊彦　　　遠賀町大字浅木

豊丹生　裕子　　遠賀町大字広渡

山本　タケ代　　遠賀町大字尾崎

遠賀・中間地域広域行政

事務組合　職員募集

●採用予定　一枝事務職員　1各

技術職員（機械）2名

●試験日　9月17日（日）午前10時から

●ところ　遠賀中学校

●内容　教養試験・適正試験・専門試験（技術職貝のみ）

●受験資格　昭和45年4月2日から昭和53年4月1日ま

でに生まれた人で、日本国籍を有する人

地方公務員法第16条に該当しない人

●受付期間　7月17日（月）から8月18日（金）まで

●採用　平成8年4月1日以降、最終合格者を必要に応

じて採用します。

●給与　高校卒で14万5千円程度、大学卒で17万3千円

程度（年齢、学歴、職歴により加算されます。）

●受験手続　申込用紙（総務課庶務係で交付）に必要事

項を記入し、受付期間内に提出してください。

●問い合わせ　遠賀・中岡地域広域行政事務組合

総務課　庶務係（遠賀郡遠賀町大字今古賀603－1）℡

（293．）3581



今、鰭’楯突っ盛り冠燭璽鍔駒嗣鶏
6月1日に、中央公民館で寿大学講座の開

講式がありました。
この講座は、自ら時代に適応する学習を続

け、若い人と話し合う機会を持ち、明るい家
庭づくり、豊かな地域づくりに役立ててもら
うために、中央公民館が主催して毎年行って
いるものです。

この日の式典には約百人の受講生が参加
し、講師の方々の話に熱心に耳を傾けていま
した。

／闘畷爾囲 

● ��繊∴ � �） ∴十∴∴∴：∴〕 

∴　　∴ �で／＼／・烹 �　子（ ∴－∴∴ ���3 

掘ん亡にあっでも、楽しい捜索

広場小学按で働膳え実営
「うわ一つ、こけちゃった」「うまく歩けな

いよ」－

子どもたちの元気な声が響きわたります。6
月20日、広漉小学校で、2、4、5、6年生

が参加して、手植えによる田植えを体験しま
した。

10月には、児童たちの手で稲刈りも行われ

ます。実りの秋が待ち遠しいですね。

みんなの鱗いごとが

かないますようIごl

七夕を前にした6月26日（月）に遠賀中央幼

稚園から役場に、七夕の笹がプレゼントされ、
早速ロビーに飾られました。願いごとを書い
たたんさくには、“セーラージュピターにな

りたい’’というものや．‘野球の選手になりた
い●’といったものもあって、役場を訪れる人

たちの目を楽しませています。みんなの願い

事が早くかなうといいね。 鷲囲欝
待ちに待ったブールびちぎIこ

チビもたちは大喜び

よい天気に恵まれた6月20日、遠賀中央幼

稚園でプールびらきがありました。園児たち
はこの日を楽しみにしていたらしく、待ちか

ねていたように、水遊びを楽しんでいました。
これからいよいよ夏本番、水の事故にはくれ

ぐれも気をつけてね。

一つひとつのプレーに

徹声とため鰭がられる
6月18日に勤労者体育セン

で、公民館対抗男子・女子パZ二豊擦繋器謹皇
した。各チームの参加者たちは日ごろの練習の成果を発
摘し、熱戦を繰り広げていました。会場には各チームの
応援団がたくさんつめかけ、選手たちへ盛んに声援や拍
手が送られていました。
結果は次の通りです。
男子優　勝　尾崎チーム　女子優　勝　鬼津チーム

嘩優勝　浅木チーム　　　準優勝　東和苑チーム

〆‾



おめでとう！建期輔弼膀節
全国厨棟鯵合体帝大会称揚決定

漕艇の全国高校総合体育大会出場を決める福
岡県予選が、6月4日に行われ、遠賀高校漕艇
部の生徒4人が全国大会出場を決めました。見
事栄冠を手にした4人は、
男子シングルスカル　3年　満行　　兼二さん

女子シングルスカル　3年　前平　美紗恵さん

女子ダブルスカル （莞
森　　久美さん

藤川　真由美さん

4人は8月に鳥取県米子市で行われる全国大

会へ向けて、現在猛練習中だということです。
選手のみなさん、8月の全国大会、がんばって

くださいね。

前列、左瑞から前平さん、藤IiIさん、森さん、潜行さん

「∴ 了：∴：「：∴∴∴∴∴∴∴－○し・ 

（iiぶ／／方 � � �／　　　　　　　／ �／＼五二∴二′／珪∴∴∴三・ 

∴∴：∴ き∴ニ：：∴ � �� 

鬼津チーム　3衛朝閥勤防

公民館聯欄間跨燐大会

5月7日（日）、5月14日（日）に行われる

予定だった公民館対抗軟式野球大会が、雨
で一部順延となり、3週間後の6月11日（日）

晴天の中で8チームが参加して、準々決勝
から大会が再開されました。決勝は、上別

府と鬼津チームの対戦となり、6対2で鬼
津チームが勝ち、3年連続優勝の快挙を達
成しました。

大会の結果
優勝　鬼津、準優勝　上別府
三位　遠賀川・新町

欝醸麗躍藷竜一言　古

鞘にスマッシュl卓球大甜僻

6月25日（日）、広渡小学校体育館にて、
54名が参加して町民体育卓球大会が行わ
れました。

結果は次の通りです。

●団体戦　　　　　　●個人戦　1位のみ

優　勝　尾崎　　・般男子シングルス　安高正明一般女子シングルス　　林　和美

初心者男子シングルス　阿部幸夫
初心者女子シングルス　申子加子

準優勝　　田園A

第3位　　浅木

ラージボール部　阿部幸夫
小学生の部　　　白木孝志
混合ダブルス　　安高正明

林　和美

ぶ　萌　　し風　－　が扇i∴∴も　一　　の全　　　　　　　更　　歯　　筍　　岸　　菜 
み　え　　き　光　　眠　山　　は　面　　裏　山 � �衣　　痛　　を　　を　　桜 �線 ㊨ �俳 短句 歌 
ど　る　　は　る　　る　の　　す　の　　は　が ��身　　な　　茹　　打　　や 

り　も　　ど　山　　墓　み　　め　早　　試み ��蟹　ほ　で　三　通 
のの　にに　はと　り宙　歩と 風み　充向　建り　散田　をり ��き　続　で　波　足 こ　き　一　昔　の � 

に　な　　つ　か　　ち　広　　歩　み　　な　萌 ��と　　で　　日　　の　　子 

雅言訪　　る　え　　い　か　　す　と　　し　え ��も　　桜　　主　　し　　等 � 
包え　もは　つる　るり　いた河 ま出　　演三　山　道萌　つつ申 ��確　散　婦　て　散池 か　り　な　脱　り田 

ーれで大　き浦　裾蔽　え吉　袈 田でし楊　淡寿　に沢　た閲　の靖 ��．柴な川に芳り小月岩船 ，田癒上げ野し野　萩むき 

野　　　　き　実　　父　　　　ち　　　　山喜 ��三　　と　え　　り　　　　多　　　　　利 
房　に房　録子　母国　で録　退澄 子　遊油：愛を　ら子　足助　院 ��も　久　宏　恵　信　選 子　美　千　子　江 

‾ヽ



あなたの生きがいづくり叢町民学習ネットワ＿ク事業

私たちが応擬します〒81，＿43遠賀町大字今嵩慧金
有志指導者　中央公民館内℡093（293）1355

〆

趣味の園芸 （盆栽） �手　編　み �お菓子作　り 

騒 �璽 �璽 
矢野　隆好 �吉江　政子 �矢島　昭子 
（広渡） �（松ノ本） �（別府） 

庭木の手入れ �アートフラワー �着　付　け 

稽 �／繊 �感 
内之倉益穂 �竹内　康子 �吉村　利子 
（松ノ本） �（若松） �（松ノ本） 

救　急　法 �趣味の園芸 日本刀鑑定 �編　み　物 

憾 �璽 �蟻 
奥村　弘子 �松本　　隆 �柳野エミ子 
（別府） �（広渡） �（別府千代九） 
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醒藩移醇弱国鬱か－
l

詩　　　吟 �イラストデザイン �毛筆習字漢字 �毛筆習字かな �遭∴∴∴記 �ロープ結乗法 

の �∴∴　∴＿i �擬 �璽 �息 � 
江頭　　実 �橋　三番夫 �今井　秀直 �丸井　篤子 �田中　靖人 �毛利　光善 
（別府） �（尾崎） �（田園北） �（若松） �（田園北） �（広渡） 

民　　　謡 �華道・日　舞 �毛筆習字かな・ 漢字・ペン習字 �毛筆習字かな �新　聞　編　集 �伝　統　俳　句 

圃 �の �息 �盛 �感 �覿i 
衛態藤登志 �福田　幸子 �今井　幸子 �古賀　筏次 �筒井　　孝 �安部　紫流 
（別府） �（木守） �（田園北） �（松ノ本） �（出生津） �（松ノ本） 

カ　ラ　オ　ケ �素∴∴∴道 �毛筆習字漢字 詩　　吟 �毛筆習字かな ペン習字 �面　づ　く　り �英会話入門 

盈 �∴や． �轍 �態 �克 �鮭 
里山　積市 �永島　妙子 �小用　文彦 �松尾　福治 �藤沢松三郎 �R・マーブイ 
（新町） �（松ノ本） �（木守） �（松ノ本） �（別府） �（教育委員会） 
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ENGL／SHなどなど

日本になぞなぞがあるよう

に、アメリカやイギリスにも

なぞなぞ（riddIe）があります。

3つだけ挙げてみました。

さあ、いくつ解けるかな9

1）WhatfIowerlSOnyOUr

face9

2）What90eSuPWhenrain

COmeSdown？

3）WhatcanyOUaddtoa

ba90f sugar tO makeit

iIghter？

PUZZLE‥久しぶりにパズル

を出しました。今回のテーマ
は「歌手」です。

（ヒント：10コあるよ）

THEBEATLESYUIEOBCMXE

OERIOPNCX［IST工NGIEOQ

EORAYC［ARLESJ工OWNCOU

BIOAEROSMITHJOEPWYNC

IJIOEVBEACHBOYSJEOCP

LNJIくIOYNXKVY工工EWCARS

LYJ工IくiくYUSANZAATOMBOY

Y［UEYLEWエ5ANDTHENEWS

JJOSIE工OPWPOERTYCEWQ

OVNMEU工OWGORANGERSZA

ECARPENTERSCOMBATLER

LCAPTA工N［ARLOCKANDUZ

なぞなぞの答え：

eiO］e（C

SeiieJq山n（Z

（Sdiinl）SdIIOMl（L

／後衛二＿ブイ，

右言霊諒

テ　　ニ　　ス �凧　作　り �社交ダン　ス �カ　ラ　オ　ケ 

息 �繊 �息 �嶽 
山田　正義 �野中　突通 �東棟ノリ子 �本多　綾乃 
（別府） �（浅水） �（別府） �（若松） 

居　合　道 �わら細工・竹細工 �尺　　　八 

鼠 �忠一 �感態 
中田　和信 �杉　　　明 �稗田　忠義 
（松ノ本） �（浅水） �（松ノ本） 

郷土民話 郷土歴史 璽 �わら細工・竹細工 �社交ダ　ン　ス 

励 �の 
吉野　千年 �塑　　光点 �衛藤　　勇 
（出生津） �（虫生津） �（別府） 

●　“　、

／　　零h q

スポーツ全般 �茅の葉細工 �社交ダ　ン　ス 

酸 �展 �轍 
山本　辰雄 �太田　秋雄 �神谷　輝美 
（東町） �（虫三郎車） �（遠賀l用 

群東田　　　　　　　　国電蕎
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五
〕
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遠賀町職員採用試験

「ヽ

●
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
職
員
3
人
、
土
木
技
術
職
員
2
人

（
採
用
予
定
大
貴
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
受
験
資
格

▽
一
般
事
務
職
員
　
昭
和
4
2
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
0
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

▽
土
木
技
術
職
員
　
昭
和
4
2
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
3
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の
土
木
過
程
を
終
了
し
た
人
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
人

●
第
1
次
試
験

▽
と
き
　
9
月
1
7
日
　
（
日
）
午
前
1
0
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
立
遠
賀
中
学
校

▽
内
容
　
教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
専
門
試
験
（
土
木
技
術
職
貝
の
み
）

●
受
験
手
続

▽
受
付
期
間
＝
7
月
2
5
日
　
（
火
）
　
か
ら
8
月
1
8
日
　
（
金
）
　
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
8
月
1
7
日
必
着

▽
申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
　
（
役
場
人
事
係
で
1
月
1
7
日
か
ら
交
付
）
　
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
写
真
（
タ
テ
6
0
0
×
ヨ
コ
4
・
5
0
0
）
を
添
え
て
　
（
用

紙
に
貼
ら
ず
に
）
役
場
企
画
課
人
事
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
に
よ
る
提
出
は
柳
田
切
手
を
貼
っ
た
宛
て
先
明
紀
の
返
信
用
簡
易

書
留
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
験
票
の
交
付
＝
受
験
申
込
書
を
受
理
し
た
場
合
は
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。

●
採
用

最
終
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
、
必
要
に
応
じ
て
採
用
し
ま
す
。

●
給
与

初
任
給
は
、
高
校
卒
で
1
5
万
2
千
円
程
度
、
大
学
卒
で
1
8
万
1
千
円
程
度

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

〒
州
1
4
3
　
遠
賀
郡
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
5
1
3

遠
賀
町
役
場
企
画
課
人
事
係
　
℡
　
（
2
9
2
）
　
1
2
2
4
内
線
2
5
8



／㌃

傷
病
賜
金
（
目
症
）

の
支
給
要
件
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
回
手
話
通
訳
士

試
験
が
あ
り
ま
す
。

受
付
は
1
月
3
日
－
8
月
4
日

●
と
き

用
一
次
（
筆
記
）
試
験
　
1
0
月
1
日

（目）
㈲
二
次
（
実
技
）
試
験
　
1
2
月
3
日

（日）

●
拭
験
地
　
㈲
一
次
試
験
　
東
京
部
、

大
阪
府
、
熊
本
県

㈲
二
次
試
験
　
東
京
都
、
大
阪
府

●
試
験
科
目
　
㈲
一
次
試
験
　
こ
と
ば

の
し
く
み
、
国
語
、
聴
覚
障
害
者
と

社
会
、
手
話
通
訳
の
あ
り
方
、
手
話

の
基
礎
知
識

㈲
二
次
試
験
　
聞
き
取
り
　
（
手
話
へ

の
）
通
訳
、
読
み
取
り
（
口
頭
）
通
訳
、

読
み
取
り
（
筆
記
）
　
通
訳

●
受
験
資
格
　
年
齢
が
2
0
歳
以
上
　
（
一

次
試
験
日
現
在
）
の
人
、
受
験
者
は
、

手
話
通
訳
経
験
が
三
年
程
度
は
必
要

です。

●
一
次
試
験
の
免
除
　
第
五
回
又
は
第

六
回
手
話
通
訳
士
試
験
の
一
次
試
験

に
合
格
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

そ
の
申
請
に
よ
り
一
次
試
験
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

●
受
験
申
込
受
付
期
間
　
1
月
3
日

（
月
）
　
～
8
月
4
日
　
（
金
）

●
受
験
手
数
料
一
万
八
千
円

※
㈹
受
験
を
希
望
さ
れ
る
人
に
は
「
受

験
の
手
引
き
」
及
び
「
受
験
申
込
書
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
返
信
用

切
手
（
百
九
十
円
）
　
を
同
封
の
上
、

左
記
セ
ン
タ
ー
に
郵
便
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
　
〒
脚
　
東
京
都
新
宿
区
新
宿

1
－
2
3
－
1
　
新
宿
マ
ル
ネ
ビ
ル

社
会
福
祉
法
人
　
聴
力
障
害
者
情
報

文
化
セ
ン
タ
ー
　
手
話
試
験
部

㈲
「
受
験
の
手
引
」
及
び
「
受
験
申
込
書
」

の
送
付
は
、
6
月
1
5
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。

㈲
受
験
手
教
科
は
、
受
験
申
込
時
に
「
受

験
の
手
引
」
に
あ
る
指
定
の
方
法
で

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

8
0
2
0
運
動

高
齢
者
良
い
歯
の
表
彰

無
料
健
診
の
あ
知
ら
せ

遠
賀
歯
科
医
師
会
で
は
平
成
5
年
か

ら
8
0
2
0
運
動
（
5
0
蔵
で
機
能
す
る

2
0
本
の
歯
を
残
す
運
動
）
　
の
一
環
と
し

て
、
高
齢
者
良
い
歯
の
表
彰
を
遠
賀
保

健
所
と
共
催
で
行
っ
て
い
ま
す
。

0
0
歳
以
上
で
歯
に
自
信
の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
近
く
の
歯
科
医
院
で
無
料
健
診
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
受
け
く
だ
さ

い
。
1
0
月
に
は
表
彰
式
を
予
定
し
て
い

ま
す
。健

診
期
間
　
1
月
～
8
月
中
旬

遠
賀
歯
科
医
師
会
に
所
属
し
て
い
な

い
歯
科
医
院
は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。

記
譜
に
て
受
診
日
を
お
聞
き
の
上
、
来

院
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
遠
賀
歯
科
医
師
会
公
衆

衛
生
担
当
　
和
田
歯
科
医
院
　
℡

（
2
8
3
）
　
3
3
1
1
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

恩
給
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
年
1
月

1
日
か
ら
傷
病
賜
金
　
（
日
症
）
　
の
支
給

要
件
が
緩
和
さ
れ
、
下
士
官
以
下
の
旧

軍
人
で
、
公
務
に
よ
り
重
傷
し
、
そ
の

障
害
の
程
度
が
第
一
日
症
又
は
第
二
日

症
で
あ
る
方
に
、
傷
病
賜
金
（
一
時
金
）

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
額
は
、
第
一
日
症
四
万
八
千
円
、

第
二
日
症
三
万
二
千
円
で
す
。

な
お
、
過
去
に
傷
病
恩
給
や
傷
病
賜

金
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
請
求
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
）

福
岡
県
民
生
部
援
護
課
恩
給
係

℡
0
9
2
　
（
6
2
2
）
　
0
9
0
2

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

●
内
容
　
保
母
さ
ん
と
の
お
遊
び
、
言

語
訓
練
士
に
よ
る
言
葉
の
相
談
　
（
予

約
制
）
、
育
児
交
流
、
お
や
つ
と
離

乳
食
の
紹
介
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
水
筒
、
タ
オ
ル

水
遊
び
を
し
ま
す
の
で
牛
乳
パ
ッ

ク
、
ス
ト
ロ
ー
、
着
が
え
を
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

●
料
金
　
無
料

4
か
月
児
健
康
診
蓋
が

あ
り
ま
す

わ
ん
ぱ
く
教
室
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
1
月
2
0
日
　
（
木
）
　
午
後
1

時
的
分
～
1
時
4
0
分

●
対
象
　
生
後
4
か
月
～
6
か
月
児

（
平
成
1
年
1
月
か
ら
3
月
生
ま
れ

の
乳
児
）

●
と
こ
ろ
　
遼
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
診
査
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す
。

●
と
き
　
1
月
2
5
日
　
（
火
）
　
▽
0
才
児

午
前
9
時
1
5
分
～
9
時
0
0
分

▽
1
歳
児
以
上
　
午
前
9
時
3
0
分
～

1
0
時

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
就
学
前
の
乳

幼
児

平
成
7
年
度
　
調
理
師

研
修
会
が
あ
り
ま
す

●
と
　
き
　
1
月
3
1
日
　
（
月
）

●
と
こ
ろ
　
水
巻
町
南
部
公
民
館
（
水



国勢調査
謁韻を募集中

7月18日ま●到こ

役場企画課へ

遠賀町では、今年10月1日に行われ
る国勢闇歪の、調査員を募集していま
す。察務の内容は、璃杏葉の配布・回
収などです。
●応募資格　20歳以上の人で、秘密を

厳守できる人
●窮査期間　9月23日－10月8日

●調査員手当て一調査区（約50世帯）

あたり40，000円程度

●募集人員約100人
●調査地区　遠賀町内
●申し込み　申込用紙（役場企画課に

あります）に必要事項を記入し7月
18日（火）までに役場企画課企画諒

整係へ提出してください。問い合わ
せも同係へ

胴

巻
町
下
二
束
3
丁
目
3
－
2
1
）

●
対
象
者
　
現
在
調
理
の
業
務
に
従
事

し
て
い
る
調
理
師

※
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
所
　
℡

（
2
0
1
）
　
1
4
1
1

特
別
葬
祭
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

り
ま
す
。

●
支
給
頬
　
認
定
さ
れ
た
人
に
一
人
一

律
十
万
円

●
請
求
期
間
　
平
成
1
年
1
月
1
日
～

平
成
9
年
6
月
5
0
日
　
（
こ
の
期
間
を

過
ぎ
る
と
請
求
で
き
ま
せ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
保
健
環
境
部

健
康
増
進
課
老
人
保
健
係

℡
0
9
2
　
（
6
2
2
）
　
0
1
1
6

被
爆
者
で
、
広
島
・
長
崎
で
被
爆
し

葬
祭
料
制
度
の
対
象
と
な
る
前
に
死
亡

し
た
遺
族
に
対
し
て
、
特
別
葬
祭
給
付

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。●
支
給
対
象
者
　
被
爆
者
健
康
手
帳
を

お
持
ち
の
人
で
、
被
爆
さ
れ
た
配
偶

者
　
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
ま
た

は
兄
弟
姉
妹
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る

遺
族

（
昭
和
2
0
年
8
月
6
日
ま
た
は
9
日

か
ら
昭
和
4
9
年
9
月
5
0
日
ま
で
の
間

に
死
亡
さ
れ
た
被
爆
者
）

※
一
部
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ

音
声
機
能
障
害
者
発
声

訓
練
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
対
象
者
及
び
人
員

用
疾
病
等
に
よ
り
喉
頭
を
掘
出
し
、
音

声
機
能
喪
失
者
で
あ
っ
て
、
発
声
能

力
の
回
復
に
熱
意
の
あ
る
人

㈲
福
岡
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
　
（
但

し
、
政
令
指
定
都
市
は
除
く
）

㈲
各
会
場
と
も
二
十
名
と
す
る
。

●
講
習
内
容

小
食
道
発
声
訓
練

㈲
人
口
喉
頭
ま
た
は
電
気
発
声
器
に
よ

る
発
声
訓
練

㈲
そ
の
他
、
喉
頭
を
掘
出
し
た
人
が
日

常
生
活
上
ま
た
は
社
会
生
活
上
必
要

と
す
る
事
項

●
会
場
、
開
催
日

用
九
州
大
学
会
場
　
福
岡
市
東
区
馬
出

三
丁
目
一
－
一
　
九
州
大
学
病
院
耳

鼻
咽
喉
科
教
室
　
℡
0
9
2
　
（
6
4

1
）
　
1
1
5
1
　
毎
週
金
曜
日

㈲
国
立
病
院
九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
会
場

福
岡
市
両
区
野
多
目
三
丁
目
一
－
一

国
立
病
院
九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
機
能

訓
練
発
声
教
室
　
℡
0
9
2
　
（
5
4

1
）
　
3
2
3
1
　
（
内
線
3
2
1
）

毎
週
木
曜
日

㈲
福
岡
大
学
会
場
　
福
岡
市
城
南
区
七

隈
七
丁
目
四
五
－
一
福
岡
大
学
病

院
　
耳
鼻
咽
喉
科
教
室
　
℡
0
9
2

（
8
0
1
）
　
1
1
0
1
　
毎
週
土
曜

㈲
久
留
米
大
学
会
場
　
久
留
米
市
旭
町

六
七
　
久
留
米
大
学
病
院
耳
鼻
咽
喉

科
教
室
　
℡
0
9
4
2
　
（
3
1
）
　
1

5
1
5
　
毎
週
金
曜
日

※
た
だ
し
、
各
会
場
と
も
年
末
年
始
、

祭
日
を
除
き
ま
す
。

※
随
時
入
会
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
財
団
法
人
福
岡
県
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
　
福
岡
県
身
体

障
害
者
社
会
参
加
促
進
セ
ン
タ
ー

福
岡
市
中
央
区
六
本
松
一
丁
百
二
－

二
二
　
℡
0
9
2
　
（
1
5
1
）
　
3
2

3

9

、

0

9

2

　

（

1

2

5

）

　

4

5

3

大
空
へ
の
夢
朕
か
噛
ま
し
ょ
う

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

▽
航
空
教
室

●
と
き
　
8
月
8
日
　
（
火
）
　
か
ら
1
0
日

（
木
）
　
ま
で
の
二
泊
三
日

●
内
容
　
隊
内
生
活
体
験
や
模
擬
飛
行

機
操
縦
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
搭
乗

な
ど

●
対
象
　
中
・
高
校
生
の
男
女

●
定
員
　
三
十
人

●
費
用
　
食
事
代
等
約
三
千
円

●
申
し
込
み
　
1
月
2
1
日
　
（
金
）
ま
で

に
基
地
渉
外
室
へ
電
話
で
ど
う
ぞ
。

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
9
8
1
　
（
内
線
2

5
4
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▽
体
験
搭
乗

●
と
き
　
8
月
9
日
　
（
水
）
、
午
後
1

時
か
ら

●
内
容
　
C
H
1
4
7
J
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
北
九
州
上
空
を
飛
行
（
約
2
0
分
間
）

●
定
員
　
六
十
人

●
申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

書
い
て
1
月
2
1
日
　
（
金
）
　
ま
で
申
し

込
み
　
（
当
日
必
着
）
。
抽
選
で
選
考

し
ま
す
。
ま
た
一
枚
で
二
人
ま
で
申

し
込
め
ま
す
。
宛
て
先
は
、
〒
棚
－

0
1
　
遠
賀
郡
芦
屋
町
芦
屋
基
地

基
地
渉
外
室
広
報
班

※
詳
し
く
は
、
基
地
渉
外
室
　
℡
　
（
2

2
3
）
　
0
9
8
1
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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遠
賀
の
む
か
し

ぼ
な
し
（
二
謡
）

目
す
す
ぎ
の
井
戸

若
松
の
北
の
端
に
あ
る
堂
島
の
お
薬

師
さ
ま
は
、
眼
の
病
気
に
た
い
そ
う
効

き
め
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
近
郷
の

人
び
と
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

近
く
の
小
高
い
丘
の
上
に
、
概
の
大

木
に
と
り
か
こ
ま
れ
た
大
き
な
お
屋
敷

が
あ
り
ま
し
た
。
概
の
木
は
ケ
ヤ
キ
の

古
い
言
い
か
た
で
、
近
く
の
人
た
ち
は

「
つ
き
の
き
屋
敷
」
と
か
「
長
者
屋
敷
」

と
か
よ
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
長
者
に

美
し
い
一
人
の
娘
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ひ
ど
い
眼
病
に
か
か
っ
て
困
っ
て
お
り

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
手
だ
て
は
つ
く
し

ま
し
た
が
、
よ
く
な
る
ど
こ
ろ
か
だ
ん

だ
ん
見
え
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

悲
嘆
に
く
れ
て
い
た
長
者
は
、
そ
ん

な
あ
る
時
、
近
く
の
村
に
眼
病
の
お
薬

師
さ
ま
が
あ
る
と
人
づ
て
に
間
き
ま
し

た。

日
頃
か
ら
信
心
の
な
い
こ
と
で
有
名

だ
っ
た
長
者
で
し
た
が
、
わ
ら
を
も
す

が
る
思
い
で
、
き
っ
そ
く
娘
を
つ
れ
て

お
参
り
に
で
か
け
一
心
に
お
祈
り
し
ま

した。そ
ん
な
お
参
り
が
い
く
日
か
続
い
た

あ
る
夜
の
こ
と
、
夢
の
中
に
一
人
の
老

人
が
あ
ら
わ
れ
て
い
い
ま
し
た
。

「
私
は
堂
島
の
薬
師
で
あ
る
。
熱
心
に

祈
る
姿
に
感
心
し
た
の
で
娘
の
眼
を
な

お
し
て
あ
げ
よ
う
。
薬
師
堂
の
西
に
あ

る
井
戸
の
水
で
日
を
き
れ
い
に
洗
う
と

よ
い
。
」
そ
う
い
っ
て
光
と
共
に
消
え

て
い
き
ま
し
た
。

お
ど
ろ
い
た
長
者
は
夜
が
明
け
る
の

を
待
ち
か
ね
て
、
娘
と
一
緒
に
夢
の
中

の
お
つ
げ
の
通
り
薬
師
堂
の
お
参
り
を

す
ま
せ
、
す
ぐ
そ
ば
の
井
戸
の
水
で
目

を
て
い
ね
い
に
洗
い
ま
し
た
。
そ
し
て

二
日
た
っ
た
次
の
朝
、
両
方
の
眼
は

す
っ
か
り
き
れ
い
に
よ
く
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

娘
は
た
い
そ
う
喜
ん
で
、
お
父
さ
ん

の
長
者
に
い
い
ま
し
た
。

「
お
父
さ
ん
、
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

あ
ん
な
に
ひ
ど
か
っ
た
私
の
目
を
治
し

て
下
さ
っ
た
お
薬
師
さ
ま
に
何
か
お
礼

が
し
た
い
の
で
す
。
あ
の
お
薬
師
さ
ま

の
お
堂
は
あ
ま
り
に
粗
末
で
荒
れ
果
て

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
立
派
な
お
堂
を

造
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
た
の
み
ま
し
た
。

ま
も
な
く
、
す
ぼ
ら
し
い
お
堂
が
で

き
あ
が
り
、
父
娘
は
前
に
も
ま
し
て
熱

心
に
お
参
り
を
続
け
た
と
い
、
つ
こ
と
で

す。
そ
れ
か
ら
何
年
か
た
っ
た
永
禄
二

年
、
大
友
宗
鱗
の
乱
で
、
お
堂
は
焼
け

落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
夜
に
な
っ

て
お
堂
の
焼
け
跡
の
方
で
明
る
く
光
る

も
の
が
あ
る
の
で
、
村
人
た
ち
が
不
思

議
に
お
も
っ
て
掘
っ
て
み
ま
し
た
。
す

る
と
、
キ
ラ
キ
ラ
と
か
が
や
く
お
薬
師

さ
ま
が
出
て
き
ま
し
た
。

や
が
て
近
く
の
栄
宗
寺
に
安
置
さ
れ

た
お
薬
師
さ
ま
は
、
大
勢
の
目
の
病
の

人
た
ち
の
助
け
と
な
っ
て
近
郷
近
在
に

広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
年
か
た
っ
た
あ
る
日
、

高
瀬
季
国
と
い
う
お
侍
が
、
こ
の
人
も

ひ
ど
い
眼
病
で
、
い
ろ
い
ろ
つ
く
し
て

も
い
っ
こ
う
に
よ
く
な
ら
な
い
の
で
、

困
っ
て
い
ま
し
た
が
お
薬
師
さ
ま
の
話

を
聞
い
て
は
る
ば
る
や
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
お
侍
は
三
日
三
晩
、
お
薬
師

さ
ま
に
奉
仕
し
、
満
願
の
朝
が
き
て
、

ふ
と
、
何
だ
か
目
の
前
が
少
し
明
る
く

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

急
い
で
「
目
洗
い
の
井
戸
」
に
行
き
、

目
を
す
す
い
で
み
ま
す
と
、
目
は
す
っ

か
り
よ
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
ぶ
し
い
朝
の
光
に
か
が
や
く
木
の

葉
の
一
枚
一
枚
や
、
お
寺
の
屋
根
瓦
ま

で
が
は
っ
き
り
見
え
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
お
侍
は
喜
ん
で
小
踊
り
し
な
か

ら
、
お
薬
師
さ
ま
に
深
く
感
謝
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

※
こ
の
お
話
は
若
松
の
栄
宋
寺
の
由
来

書
に
書
い
て
あ
り
、
高
瀬
季
国
と
い

う
お
侍
の
名
は
若
松
の
小
字
名
「
末

国
」
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

目
を
洗
っ
た
井
戸
は
「
目
す
す
ぎ
の

井
戸
」
と
し
て
今
も
堂
塔
寺
の
北
に

あ
り
ま
す
。

ー輩輩－嚢
四
日
回
国

先
日
、
広
報
を
配
布
中
に
虫
生
津
地

区
で
、
南
北
に
大
き
く
伸
び
た
新
し
い

道
路
　
（
未
供
用
）
　
を
見
つ
け
ま
し
た
。

何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
地
図
で
調
べ
た
と

こ
ろ
、
旧
国
鉄
宝
木
線
跡
地
に
建
設
さ

れ
て
い
る
県
道
5
5
号
（
富
田
・
遠
賀
線
）

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
垂
木

線
は
、
ご
存
じ
の
通
り
1
0
年
前
に
廃
止

さ
れ
た
ロ
ー
カ
ル
線
で
す
。
旅
行
好
き

の
私
も
、
1
4
年
前
の
小
学
生
の
と
き
に

一
度
乗
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
美
し
い
自

然
の
風
景
の
連
続
に
感
動
し
た
、
懐
か

し
の
路
線
で
す
。
鉄
路
が
道
路
に
変

わ
っ
た
今
も
、
素
晴
ら
し
い
景
色
で
す
。

早
く
こ
の
道
路
を
走
っ
て
み
た
い
の
で

す
が
、
全
面
開
通
は
当
分
先
だ
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
で
す
。

こ
の
道
路
、
一
度
見
に
き
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
特
に
芙
蓉
団
地
横
の
、

道
路
が
南
北
に
一
直
線
に
伸
び
て
い
る

地
点
は
グ
ッ
ド
で
す
よ
。
（
M
）


